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6＝子ども向けの催し　x＝詳細を施設へお問い合わせいただくか、施設のホームページ、チラシなどで確認いただくもの



札幌の街づくりの礎を築いた開拓使の判官。佐賀藩の武士とし
て培った精神や北海道を歩いて調査した経験を生かし、道内外
から集めた働き手を率いて、札幌の開拓に励んだ。

1822年（文政5年）／現在の佐賀県佐賀市
に生まれる
1856年（安政3年）／藩主の命を受け、現在
の北海道の調査を行う
1869年（明治2年）／開拓使の判官になる。
11月に札幌の開拓に着手
1870年（明治3年）／2月に札幌を去る
1871年（明治4年）／現在の秋田県知事に
就任
1874年（明治7年）／53歳で佐賀の乱の首
謀者として刑死（明治22年に大赦により名
誉を回復）

今 月 は

北海道神宮の
場所を定める

周辺の
道路を整備

 さっぽろの  

今や約195万人が暮らす街へと発展した札幌。ここでは、札
幌の発展に尽力した人物の功績や、市内にある建物の歴史
的背景、見どころなどを紹介。札幌の歩みを振り返ります。

道都となる
大都市を構想

歴史めぐり

人物紹介

島　義勇
しま　　 よし  たけ

北海道大学付属図書館「明治・大正期の
北海道（写真編）」より転載

札幌市公文書館所蔵

札幌区史より転載
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※費用、申し込み方法の記載がない場合は、それぞれ無料、当日会場へ行く催しです
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 さっぽろの  
功績1 道都となる大都市を構想

道都となる
大都市を構想

歴史めぐり1869年11月、島は学校や病院などを備
えた都市を築くため開拓に着手。用水路・
大友堀と今の南1条通を基線に道路を設
ける計画は、後任にも受け継がれ、今日の
整然とした街並みとして残っています。

街の開拓と同時
に、銭函や石狩、
周辺の村と札幌
間の道路も整備。
道を整えること
で、食料や生活
品を運びやすく
しました。

所在地・交通機関①市役所ロビー、②円
山公園（中央区宮ケ丘474）。①は地下鉄
「大通」駅から徒歩1分、②は地下鉄東西
線「円山公園駅」から徒歩約10分
詳細①は庁舎管理課b211-2052、②は
円山公園b621-0453

島の功績を伝える地を
一部紹介

▲1871年の札幌。中央の家屋は島の官邸とされている

■島の道路整備の計画

②島判官紀功碑
島の功績をたたえ
て1930年に建て
られた石碑。高さ
約8ｍの碑には島
の偉業が漢文で刻
まれています。

島は開拓の守護神を祭る神社の建設地を、
街を一望できる円山に決定。後任の岩村通
俊が1871年に社を完成させました（1964
年に北海道神宮に改称）。

◀建築当時は
札幌神社とい
う名前だった

札幌市公文書館所蔵札幌市公文書館所蔵札幌市公文書館所蔵

街の東西南北の基点を示す
「建設の地碑」
創成橋の東側にあり、島が街づく
りの基点をこの辺りに定めたこと
を伝える碑です。

①島義勇銅像
1971年に市役所
ロビーに設置され
た銅像。台座には
「将来の札幌は世
界一の都市となる
だろう」と締めくく
られた島の漢詩が
記されています。

札幌区史より転載札幌区史より転載札幌区史より転載
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※2月号で掲載した大友亀太郎の功績の中で「大野平野（現在の北斗市の一部、七飯町、大磯町）の開拓」と記載しましたが、正しくは「大野平野（現在の北斗市の一部、七飯町）の開拓」です
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